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和行･M程における人間関係の巻ゑ

〔日本家政学会

　　　　　　　　　お荼り水々尺家政　　　平好尚手

　　　　　　　　　ｉ　目的本研孔は, 関係学i基礎とする「厚子蘭係の発県過蒋に閔葺^研究i　(笏31回発

表｀」に続くものてヽ･あ乱前回は，親弓一閔係の罷幕遥程につ丿m百語動作it卑雄レz n

に獅型化し，内やヽら外へ(7)勅行過程｛tJ^丿2女差領喊法転を履開す2 こt , ｝供の動きの

ｔ化に叩して斡p･’灸わりながら鏡とふとダ況必閔tl変化のMi. を細やヽ<:っとフ2 い（二を

似奮零万あ^二を£ 明らpヽにし化。今回は，交差t|礦退転におけるr閣閣係句vヽおり方

」に斟れ｡ぷ？2 1 らに方嘉tす手酌乱

　方或　和備考ル（/袖付:バ尽を統栗冪印研良介｡辨駈漸牡月曜哺ｸしハc躍釦にね。

　鮪馨b考參糎^t,練知（hボまに勤けろ郎ヽりトの勧竹過柘こおu 7 ご｀のfうにX

間^係が･変化し2･り!夕ヽ，そこ?の葵屎の聖穐μ i *ヽ●ヽiﾌ･]方tμ゛の^'J もα･が‘あi≪ハ

につ･1て閔涼構-s^,子供と7)カ・I ネ,ﾚｷﾞ－の方昿驀台の鐘魂，距昧直味）卜言語知作

等をキP< V丿にし川ヽ折考察する。0素知則が定いまをい(r＼ ＼lじ糾こ金字間の身侭#触

?枝綬！る。2)暑勾引知川がいじヽついけi^.3)-c と子四身萍り埓^帥陳拡

ト4のが紅いレぞこのカ向にふリ檀恥すl．呼)母♀と禾知のが洸り朕鯉卵条ち方答

/釣叫生^ れやれ･位曼閣i紗方釦り丿Tえすl．t)母和層方i 'iiAまt tP｀し，

ぬ
そ

れi包，^ 二む'Xtヵh沁空間? 用貴す5 ．(,）昏^と豪細川C;乞り両方に芙有可能り錘,れ設

えする。ｸ冶祀的rjけ為£之吃ラ言葉ヵ,け･ &ﾉ参加(7)今白I ﾚつ爾｡ヽれな呼がやヽけ。1)竟

出卵匯廸I もrメオ膏。/ｸﾉ^ふ削だ北へ祠参卯のま-? Pりにr八抑牟峠あ乱（愉安堵毛
策田淑い匂紅M. . 応打准恥≒劃応吋^バ閉汪々砥瓢す/～靖,叫J鮒汐捌り詰触蜂丿他，
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幼児期の相互交渉の形成につ＼Iて一一裸育面4到見の療合―
　　　　　　　　　　　愛知ｔ子餌大　岡野雅子

　ｇ的　前図にひりを･< X . ^ で児の友だち関係の-ff鍼のtじみちと￥'ダイサタズ｀ムの

'ir化につヽ、て明りヽに%ふ　jた、Aずで゛翁めZ ^ども集・ヘク)曰孝的参ヵp(入匯)色した

外海の相x交渉の形^'につ‥で？ギて･入園した場合と比輔験如し. さらI' . 前回と同一対

象呪i観察t ^こいこよパて保育画生活一年の経基が祁5. 吏歩口形咸におヽリピのよz〉な

変化$ もn らしたい;つ、、ても戈寮乏試みる。

　方法　対象呪ま公fL保%・･^湊cにAlii ているB児汝丿丿児(*ﾉとC臥々つ､Y児(剽

とN児剔メ児(屏)T-ある。5,C,f､/児･ま新入凰覧で･あり、氏X，A児は前年よ:'; 在園してい

名、TバA呪は前回曾料と､同一吃であ3．(前s資料中のMati転雇のためμ続観察苓貧ド

ト胤呪のぺ齢桟＼ '7月半を峠麦しr- 荷i､やらドr fl半にわμり各･いう対象児の該当孫考罰

において自由I -進人でヽいるti面て''^他嘆との関係こつiiT え/回勿分聞顧寮記録むTz .
　結果　の全ヽ体他児と｡の接触数は3t吃よ')フ疹に増ｶﾛ。相i.作用の長さほほヽ･同じ.

准語による接触プけが葺しぐ増加。②荻島児と新入城児の比較　新入匿児の方か'‘他呪との

枠触が少な<、他呪14ヽらの梓触やすが'少ない。③4々新へ児とSず新^児(政感叱の入凰爵

)<7)比較4 if新入児ご･･方が゛他悒との棒触が多く、自分から肆触づけ包行なう執合がーい。

④或祗児の3yヽ篇鋳口午経屋後の比較他^との梓孤まi,<iｲ斟こ層ﾛ。⑩催差　男児の

方が他児との捧触が'^く. 自をヵヽら梓鮮ブけ乏行なラ。男rとも同忖とり軸び｀多いが勇

む゛男児ﾋ梓靫tもつ恥凱い ')%い。男尼うi^'£t埓鋒u<5:り々^男児･t行勧､こよる

接触ブリ･りいが、男児iこはか呪力ら､り硬依・作動･こよる^触ヅ･Ti*受信されlこ<い。


